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令和５年１月号

新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。

今年は元旦祭からさまざまな思いを込めたメッセージを神様からいただきました。年

末より元旦祭をつとめるにあたり対策を練っていましたが、たった一つの事柄で全ての

ことがひっくり返るという経験をさせて頂きました。

その経験から教会はおつとめをするために設立されたものなのですから、周囲の状況

や言動に振り回されたりしないよう、基本中の基本であるおつとめをするように進めて

いくことにしました。３年間のコロナとの共存の結果、小手先の方法で回避しようとす

るのではなく、するべき事をするしかないという結論です。

これから先もコロナを避けることさえ出来れば幸せかといえば決してそうではないは

ずです。コロナウィルスは諸悪の根源でもありません。生きる中の一つの試練でしかあ

りません。今後、根本的に変えていかなくてはならないのはそれぞれの悪いんねんです。

そして世界の治まりです。

今一度、教祖のひながたを実行する時であると思います。共に真の陽気ぐらし世界を

目指し、つとめさせていただきます。
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瀨戸路分教会初代会長５年祭執行

来月５日（日）午前１０時より親会長さんの５年祭をつとめさせていただきます。最

近のコロナ感染の状況をみて内容としては祭儀とビデオ映写後、お弁当配布で解散と

いう短時間のプログラムを予定しています。

そこでそれぞれの体調、職場等の状況を思案していただき、出席希望の方は参加人数

を会長へ今月２５日までに連絡下さい。よろしくお願いします。

昨年10月より本部修養科にてつとめておられた親奥様が無事に修了されて、

昨年末教会へ帰って来られました。（次ページに感想掲載）

教会ニュース



皆さんも行ってみませんか
二宮 鈴代

３ヶ月の修養科へ年齢も顧みず入学させて頂き、とてもとても尊い経験をさせて頂き

ました。

私は今日までたびたびおぢばへと心をつなぎ、また大勢の方々を修養科へとお勧めし

数々の御守護を頂いてきました。その感謝と御礼をこめてつとめさせて頂きたいとの思

いだったのですが、今回もまたまた沢山の奇跡的な御守護を身近に頂戴し、また我が身

の上にも重なる不思議な助けを頂きました。

おぢばの理の尊さが改めて身にしみました。見ては喜び聞いては喜び、日々の徳積み

はしたらしただけ、しなかったらしなかっただけ。それぞれの人生に必ず心通りの守護

が現れて参ります。信仰は一名一人ですね。「日々に親神様の御守護を感じ教祖のひな

がたを心に頂けば、どんな道も全て結構と」修養科修了のおぢばからの尊い心のおみや

げでした。

皆さんも行ってみませんか。

今年も一年
椿 信代

2023年、明けましておめでとうございます。この年末年始についに自分たちもコロナ

に罹ってしまい、今年は夫婦揃ってどこへも行かず、寝て起きて食べて、また寝るを繰

り返す巣ごもり正月を過ごしました。コロナはやっぱり普通の風邪と違って、熱も高く

て喉は焼けるように痛く、咳や鼻水もしばらく止まりませんでした。

なんでこんな時に…と思えば不足の心で始まるお正月、でもこんな年明けは逆に珍し

いかも？と思えば身体はしんどくても不思議と心は晴れやかな気持ちで新年を迎えられ

ました。

今、この瞬間にも事故や病気で生死の境を彷徨っている人がいます。その人や家族た

ちは新年どころではないでしょう。私たちは無事に回復させていただきました。かしも

のかりものの身体を長く、元気に使わせてもらえるよう、今年も一年神様からのご守護

に感謝の心で通らせていただこうと思ったお正月でした。

編集後記

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。引き続き編集を担

当させていただきます。すなおがＡ４版になって表面の右上にＱＲコードが印刷されて

います。もうすでに気づかれた方は読み込んでホームページを見られたと思います。ま

だの方は是非見てください。今までのすなおも見ることができます。

最近の出来事ですが、私もコロナに罹患しました。（年末ワクチン接種したのになあ）（編集者Ｋ）


